
みよし

今年スタートする「みよし machi JAM」。団体やサークルの皆さんが集まる所に
町長が伺って意見を聴き、町の未来を描くビジョンを住民と一緒に考えようという新規事業です。

はじまる。新しい協働のカタチ。

「プレ JAM」でお伺いした「三
富落ち葉野菜研究グループ」の
皆さん。三富の歴史と農法を伝
え継ぐため結成され、20 年以
上経った今も三芳町の未来のこ
とを考え、日々意見を交わして
います。
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みよし

JAM とは？みよし
machi

「ジャム」とは、「ジャムセッション」の略
語で、くつろいだ気分で自由に行う即興演
奏またはその集まりのことをいいます。そ
こから、三芳町の未来をテーマに、「気心
知れた仲間が集まり、のんびり気楽に町へ
の声を町長へ語る場所」をコンセプトとし
て、みよし machi JAM はつくられました。
少人数だからこそ話せる町長への率直な意
見やアイデア。町のこれからを「みんな」
で考え、「みんな」で取り組んでいこうと
する人たちの参加をお待ちしています。

・   町外の人に自分たちの気付いていない魅力
を聞ける場があるとよい。

・ 体験落ち葉掃きなど、イベントに人が来れ
る環境が必要。例えば、駐車場や自転車道
路の設置、歩道整備等。

・ さつまいもの成功事例を参考に、他の
 産物の販売や製作ができるとよい。
・ 町制 50 周年に向けて、町で色々

な形のフェスができるとよい。

早川 徹さん

三富落ち葉野菜研究グループ
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➊町の未来に向けて、熱く想いを語る島田喜昭さん。➋みんなが楽し
めるイベントを提案する早川光男さん。➌縁側で会話をしている様子。
気楽に話せる所なら、場所を問わずに開催できます。

JAMみよし
machi  の 参加方法

41 参加者あつめ 42 役場へ電話し、
日程調整 43 会場手配 44 開催 45 意見を可視化し、

磨き上げて発表

サークル・団体で参加者を
4 ～ 5 人程度集める。

自宅や商業施設でも OK。
町施設を希望なら相談を。

町長が会場に伺い、
1 時間程度お話します。

意見を可視化し磨き上げ、
提言をまとめて発表。

 問 政策推進室（内線 422）

プレ JAM で出た意見を紹介
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日程調整のため、役場政策
推進室☎ 258-0019（内線
422）へ連絡。


